
介
護
予
防
を

始
め
ま
し
ょ
う

〜
毎
日
の
運
動
で
老
化
を
防
ぐ
〜

介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
心
身
の
衰
え
を
予
防
・
改
善
す
る
取
り

組
み
で
す
。
介
護
が
必
要
と
な
る
原
因
は
、
病
気
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
「
認
知
症
」
「
高
齢
に
よ
る

衰
弱
」
な
ど
老
化
に
伴
う
も
の
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
す
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
運
動
を
心
掛
け
老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼「元気高齢者づくり事業」運動教室の様子

「広報とくしま」が
リニューアル！

今号より、「広報とくしま」の紙面が
新しくなりました。文字のサイズや
レイアウトはより見やすく、全ペー
ジフルカラーでより分かりやすく。
さらに、毎月 15日号はページ数を 8
ページに拡大し、暮らしに役立つさ
まざまな新コンテンツをおとどけ
いたします。お楽しみに！

お知
らせ

徳
島
市
の
介
護
保
険
の

利
用
状
況

徳島市の広報紙［毎月1日・15日発行］

ホームページ http: / /www.ci ty. tokushima.tokushima. jp/
携帯 http: / /www.ci ty. tokushima.tokushima. jp/ i /

2011年10月1日

広
報
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徳
島
東
部
圏
域
は
、歴
史
、文
化

を
は
じ
め
、住
民
の
日
常
生
活
や

産
業
分
野
な
ど
多
く
の
面
で
結
び

つ
き
を
強
め
な
が
ら
発
展
し
て
き

ま
し
た
。し
か
し
、現
在
は
、少
子

化
の
進
行
や
若
者
の
都
市
圏
へ
の

流
出
な
ど
に
よ
り
、人
口
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、

地
域
を
支
え
る
人
材
が
不
足
し
、

地
域
が
活
力
を
失
い
、雇
用
の
場

や
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、こ
と
し
３
月
に
周

辺
の
11
市
町
村(

小
松
島
市
、勝
浦

町
、上
勝
町
、佐
那
河
内
村
、石
井

町
、神
山
町
、松
茂
町
、北
島
町
、藍

住
町
、板
野
町
、上
板
町)

と
定
住

自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
し
、相

互
に
役
割
分
担
し
な
が
ら
、連
携
・

協
力
し
て
、圏
域
全
体
の
活
性
化

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

形
成
協
定
の
内
容
に
基
づ
き
策

定
さ
れ
た
徳
島
東
部
地
域
定
住
自

立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、目
指

す
べ
き
将
来
像
を「
ひ
と
を
つ
く

り
・
地
域
を
興
し
・
未
来
に
つ
な

ぐ　

み
ん
な
で
暮
ら
し
続
け
る
魅

力
あ
る
共
創
交
流
圏
」と
し
、そ
の

実
現
に
向
け
た
19
の
取
り
組
み
を

定
め
ま
し
た
。主
な
取
り
組
み
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
圏
域
内
の
資
源
を
生
か
し
た
観

光
開
発
、観
光
誘
致

　

圏
域
内
の
自
然
や
歴
史
、文
化

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
を

生
か
し
た
広
域
的
な
体
験
型
・
滞

在
型
観
光
の
開
発
や
観
光
施
設
の

整
備
な
ど
、圏
域
全
体
で
新
た
な

観
光
誘
致
や
情
報
発
信
、Ｐ
Ｒ
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
・
地
産

地
消
の
推
進

　

圏
域
内
の
農
産
品
を
生
か
し
た

料
理
な
ど
を
提
供
す
る「
と
く
し

ま
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
店
」の
認
定
、「
と

く
し
ま
食
材
フ
ェ
ア
」の
共
同
開

催
な
ど
、圏
域
内
の
農
産
物
の
Ｐ

Ｒ
や
地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
共
同
開
催

　

新
た
に「
徳
島
東
部
地
域
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」を

共
同
開
催
し
、圏
域
内
の
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
活
動
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

▼
地
域
づ
く
り
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
団
体
や
個
人
の
育
成
・

支
援

　

地
域
づ
く
り
活
動
を
担
う
人
材

の
養
成
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
や
個
人
と
の
協

働
の
促
進
と
圏
域
内
で
の
活
動
を
活

性
化
し
て
い
き
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
は
右
参
照

　

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
た
い
と
思
え
る
魅
力
あ
る
圏
域

の
創
造
を
目
指
す
た
め
、12
市
町

村
で
は
、協
力
関
係
を
一
層
強
め
、

交
流
を
活
発
化
さ
せ
な
が
ら
、活

力
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
や
地
域

を
担
う
人
材
の
育
成
な
ど
、圏
域

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
10
月
か
ら
本

格
的
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　

◆　

◆　

◆　

◆

　

徳
島
市
で
は
、徳
島
東
部
圏
域
の

中
心
市
と
し
て
、共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に

位
置
づ
け
た
事
業
を
着
実
に
実
施

し
て
い
く
と
と
も
に
、今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
紙
で
紹
介
し
ま
す
。

[

問
い
合
わ
せ
先]

企
画
政
策
課

（
６
２
１)

５
０
８
５

　
徳
島
市
は
徳
島
東
部
圏
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、周
辺
の
㆒㆒
市
町
村
と
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

し
、こ
の
た
び
、圏
域
の
将
来
像
や
連
携
し
て
行
う
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
示
し
た
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。今
後
、中
心
市
で
あ
る
本
市
と
周
辺
㆒㆒
市
町
村
が
互
い
に
連
携
・
協
力
し
、さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
徳
島
東
部
圏
域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

　
徳
島
市
は
徳
島
東
部
圏
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、周
辺
の
11
市
町
村
と
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結

し
、こ
の
た
び
、圏
域
の
将
来
像
や
連
携
し
て
行
う
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
示
し
た
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。今
後
、中
心
市
で
あ
る
本
市
と
周
辺
11
市
町
村
が
互
い
に
連
携
・
協
力
し
、さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
徳
島
東
部
圏
域
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

魅
力
あ
る
徳
島
東
部
圏
域
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
を
始
め
ま
す

〜
徳
島
東
部
地
域
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
〜

２ 
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化

３ 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の

強
化

１ 

生
活
機
能
の
強
化

｢広報とくしま｣を
リニューアル！

　今号から、「広報とくしま」の紙面
を新しくしました。文字のサイズを
より大きく、全ページカラーでより
わかりやすく。さらに、毎月15日号は
８ページにページ数を増やし、暮ら
しに役立つさまざまな情報をお届け
します。

お知
らせ

定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
の
内
容

徳
島
東
部
圏
域
が

活
性
化
す
る
た
め
に

魅
力
あ
ふ
れ
る

圏
域
を
目
指
し
て

将来像の実現に向け、各市町村と連携する具体的取り組み
１ 生活機能の強化

具体的取り組み内容 連携する市町村
①徳島市民病院と圏域自治体病院
　との連携強化 徳島市・勝浦町・上勝町

②病児保育事業の広域利用 徳島市・小松島市・勝浦町・佐那河内村・石井町
③図書館の相互利用 徳島市・石井町・北島町
④圏域内の資源を生かした観光開
　発、観光誘致 全市町村

⑤地域特産品のブランド化および
　地産地消の推進 全市町村

⑥コミュニティビジネスの起業支
　援

徳島市・小松島市・石井町・松茂町・北島町・ 
藍住町・板野町

⑦圏域内への企業誘致活動の推進 徳島市・小松島市・石井町・松茂町・北島町・ 
板野町

⑧中心市街地の都市機能の充実 全市町村

⑨鳥獣害対策の推進 徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・ 
佐那河内村・石井町・神山町・板野町・上板町

⑩地球温暖化対策の推進 徳島市・勝浦町・上勝町・石井町・松茂町・ 
北島町・藍住町・板野町・上板町

２ 結びつきやネットワークの強化
具体的取り組み内容 連携する市町村

⑪圏域内外を結ぶ道路網の整備促 
　進などの連携 全市町村

⑫スポーツ大会の共同開催 徳島市・小松島市・上勝町・松茂町・北島町・ 
藍住町・板野町

⑬就農希望者などに対する支援体
　制の連携強化

徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・
石井町・神山町・藍住町・板野町・上板町

⑭移住・長期滞在推進のための連
　携強化・情報提供

徳島市・小松島市・勝浦町・上勝町・佐那河内村・
神山町

⑮情報システムの共同研究 徳島市・上勝町・松茂町・北島町・藍住町・ 
板野町・上板町

３ 圏域マネジメント能力の強化
具体的取り組み内容 連携する市町村

⑯圏域内市町村職員の人材育成 全市町村

⑰外部の専門家等の共同招へい 全市町村

⑱行政運営に関する研究会の開催 全市町村

⑲地域づくり活動を行うＮＰＯな 
　どの団体の育成・支援 全市町村

　徳島市では、置市記念日にあたり、多年にわたって市政や
市の発展に寄与された市民および団体を市政功労者として
表彰しています。ことしは、置市記念式典において、次の11
人の方々を表彰します。
◆多年にわたり、徳島市議会議員として、地方自治の振興と
本市の発展に寄与されました。
・梯 富子さん＝上八万町西山
◆多年にわたり、徳島市農業委員会委員として、本市の農業
振興に寄与されました。
・金澤 敬治さん＝金沢二丁目  ・岸本 昇さん＝丈六町丈領
◆多年にわたり、徳島市遺族連合会役員として、遺族会会員
の援護と福祉の増進に寄与されました。
・岡本 房子さん＝国府町和田  ・芝 正裕さん＝住吉四丁目
・米川 孝宏さん＝論田町本浦下
◆多年にわたり、徳島市指定上下水道工事店協同組合の役
員として、本市水道事業の発展と市民生活の向上に寄与さ
れました。
・田村 多賀王さん＝庄町３丁目
◆多年にわたり、徳島市交通指導員として、児童の交通事故
防止など、地域の交通安全推進に寄与されました。
・石井 義造さん＝昭和町６丁目  
・佐藤 徳次さん
　＝佐古五番町  
・宮竹 つる代さん
　＝新浜本町四丁目  
・山下 良子さん
　＝住吉一丁目

1100月月11日日はは置置市市記記念念日日
市市政政功功労労者者1111人人をを表表彰彰

10月1日は置市記念日
市政功労者11人を表彰

＜置市記念式典＞
［日時］10月1日㈯10:00 ～
［場所］市役所13階大会議室
［問い合わせ先］秘書課（ 621－
5014）

257,614人
122,348人
135,266人
113,103世帯
191.62km2

（＋18）
（＋10）
（＋ 8）

（＋110）

人口
男
女

世帯数
面積

平成23年9月1日現在（前月比）

定住自立圏共生ビジョン



　

徳
島
市
で
は
、
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
住
宅
の
改
修
や
補

修
工
事
な
ど
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
費
の
一
部
を
補
助
す
る
「
徳
島
市

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
の
追

加
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

同
事
業
の
募
集
を
６
月
に
し
た
と

こ
ろ
、
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
行
う
も
の
で
す
。

［
対
象
］市
に
一
年
以
上
住
民
登
録

ま
た
は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人

で
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

［
対
象
と
な
る
住
宅
］市
内
に
所
有
し

自
ら
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
マ
ン 

シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
は
専
有
す

る
部
分
、
店
舗
な
ど
と
の
併
用
住
宅

は
居
住
部
分
の
み
が
対
象
）

［
補
助
対
象
と
な
る
工
事
］次
の
要

件
す
べ
て
を
満
た
す
工
事

▼
市
内
に
本
社
・
本
店
を
有
す
る
施

工
業
者
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人
の
施
工
業
者
が
行
う
工
事

▼
補
助
金
の
交
付
決
定
日
以
降
に

着
手
し
、
平
成
24
年
２
月
29
日
ま
で

に
完
了
か
つ
工
事
費
用
の
支
払
い
を

終
え
る
工
事

▼
工
事
費
用
が
30
万
円
以
上（
消
費

税
を
除
く)

で
、
次
の
①
～
⑥
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
工
事

①
修
繕
、
補
修
、
模
様
替
え
、
増
築

（
10
㎡
以
内
）の
工
事

②
住
宅
の
耐
久
性
を
高
め
る
工
事

③
住
宅
の
安
全
上
ま
た
は
防
災
上
必

要
な
工
事

④
住
宅
の
居
住
性
を
良
好
に
す
る
た

め
の
工
事

⑤
住
宅
の
衛
生
上
必
要
な
工
事

⑥
そ
の
他
、
建
物
と
一
体
と
な
る
工

事
な
ど

[

補
助
金
額]

補
助
対
象
工
事
費（
消
費

税
を
除
く
）の
20
％（
上
限
20
万
円
）

［
申
し
込
み
方
法]

補
助
金
の
申
請

に
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で

す
。
住
宅
課（
市
役
所
４
階
）や
各

支
所
に
あ
る
事
前
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
10
月
11
日
㈫
～
31

日
㈪（
※
先
着
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

に
、
直
接
住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
不
可
）。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

［
注
意]

６
月
募
集
で
補
助
金
の
交
付

が
決
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
再
び

申
し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
徳
島
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の

改
正
に
よ
り
、
10
月
１
日

か
ら
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
制
度
が
次
の
と
お
り

一
部
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
「
同
行
援
護
」と
は
、
外

出
時
の
単
独
で
の
移
動
が

困
難
な
視
覚
障
害
者（
児
）

を
対
象
に
、
代
筆
や
代
読

を
含
む
視
覚
的
情
報
の
支

援
、
移
動
の
援
護
、
排
泄

や
食
事
等
の
介
護
、
そ
の

他
の
外
出
す
る
際
に
必
要

と
な
る
援
助
を
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

現
在
、
市
の
地
域
生
活
支
援
事
業

で「
移
動
支
援
」サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
視
覚
障
害
者（
児
）は
、
国

の
制
度
で
あ
る
同
行
援
護
が
優
先
と

な
り
ま
す
の
で
、
同
行
援
護
へ
の
移

行
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
障
害
の
状
態
に
よ
り
、

同
行
援
護
で
は
な
く
、
引
き
続
き
移

動
支
援
を
利
用
し
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
入
居

者
の
う
ち
、
生
活
保
護
受
給
者
お
よ

び
本
人
と
配
偶
者
に
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
世
帯
に
対
す
る
家
賃

の
一
部
補
助
が
始
ま
り
ま
す
。

　

補
助
額
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住住
宅宅
リリ
フフ
ォォ
ーー
ムム
補補
助助
のの
追追
加加
募募
集集
をを
しし
まま
すす

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の
追
加
募
集
を
し
ま
す

申
込
期
間
は
10
月
11
日
～
31
日

［
問
い
合
わ
せ
先
］住
宅
課

（
６
２
１)

５
２
８
８
・
５
２
８
５

[

問
い
合
わ
せ
先]

障
害
福
祉
課

（
６
２
１)
５
１
７
１

障害福祉サービスが一部変更されます

市営住宅の入居者を募集します

　10月1日から、子ども手当の制度が変わります。
　10月以降、子ども手当を受給しようとする人は、 
認定請求書の提出が必要となります。
[支給月額]▷3歳未満、3歳以上小学校修了前（第3子以降）＝15,000円▷3歳
以上小学校修了前（第1、2子）、中学生＝10,000円　
※第1子、2子、3子は、請求者が養育している「18歳に達する日以後の最初の3
月31日までの間にある者」の子どもの数で数えます。
[支給期間]平成23年10月分～平成24年3月分（支払月は、平成24年2月・6月）
[請求期間（猶予期間）]10月1日から認定手続きを開始します。なお、10月1日
時点で受給資格に該当している人は、平成24年3月31日までに請求を行えば、
10月分の手当から受給できます。
[支給要件の変更]次の要件に該当する人は、子ども手当を受給できなくなり
ます。
　①児童養護施設などに入所している児童に対する手当を受給していた人（施
設の設置者などに支給することになります）。
　②国外で居住している児童に対する手当を受給していた人（留学中の場合な
どを除きます）。
　③父母などそれぞれが子どもを監護し、かつ生計を同じくしているが、明らか
に父母の間で生計が異なる場合には、子どもと同居していない人（子どもと離れ
て単身赴任をしている場合で、配偶者と生計が同一の場合は受給できます）。
[手続き方法]現在、子ども手当を受給している人は、10月上旬までに子ども手
当の請求に関する案内文書を送付します。新たに認定請求をする人は、子育て支
援課までお問い合わせください。
[問い合わせ先]子育て支援課（ 621－5194）

　所得基準（公営住宅＝月額158,000円以下、改良住宅＝月額114,000円以下、高齢者・
障害者世帯・小学校就学前の子どもがいる世帯は別基準）があります。家賃は所得など
により決定します。また、単身者の申し込みについては、申し込み条件（例：昭和31年
4月1日以前に生まれた人、1～4級の障害者手帳を持つ身体・知的・精神障害者）があ
ります。詳しくはお問い合わせください。 [申し込み方法]10月11日㈫・12日㈬8:30～
17:00、市役所4階401会議室で受け付け。入居申込書、所得の証明書、住民票など
が必要。10月14日㈮から同会議室で抽選。 [問い合わせ先]住宅課（ 621－ 5286）

　生後91日以上の飼い犬は、生涯1 回の登録と
毎年狂犬病予防注射の接種が必要です。
　下のとおり狂犬病予防注射を実施しますので、
必ず予防接種を受け、登録がまだの場合は、同
時に登録をしてください。期日内に受けられなかったときは、最
寄りの徳島県獣医師会の指定獣医師で受けてください。なお、そ
れ以外の獣医師で予防注射を受けた場合は、市民環境政策課（市役
所10階）で注射済票の交付（手数料 550円）を受けてください。　

［問い合わせ先］市民環境政策課（ 621－5206）

入居
区分

単身
入居 住宅名 号数 所在地 建設

年度 階 間取り（畳） 家賃（円）

公営 可 末広3棟 4 末広四丁目9番42 S44 2 6－6－D4.5 7,900～11,800
公営 可 不動1棟 5 不動東町2丁目1517番地の3 S45 3 6－4.5－4.5－D6 12,600～18,700
公営 ― 不動5棟 23 不動東町2丁目1514番地 S47 4 6－6－6－D5 14,500～21,700
公営 ― 広坪1棟 103 北田宮二丁目2番16 S54 1 6－4.5－4.5－K4 15,200～22,700
公営 可 北島田2棟 6 北島田町3丁目67番地の1 S45 3 6－4.5－4.5－D8 12,300～18,400
改良 ― 北島田3棟 18 北島田町3丁目53番地の4 S46 3 6－6－4.5-D8 13,900～20,700
改良 ― 北島田17棟 20 北島田町3丁目4番地の1 S50 4 8－6－6－D6 16,800～25,100
公営 ― 中島田1棟 402 中島田町3丁目79番地の4 S56 4 6－6－10－K4 16,000～23,800
公営 ― 中島田2棟 302 中島田町3丁目79番地の4 S57 3 6－6－10－K4 16,600～24,800
公営 ― 中島田2棟 402 中島田町3丁目79番地の4 S57 4 6－6－10－K4 16,400～24,400
公営 可 久光 2 名東町3丁目207番地 S39 1-2 6－4.5－3－K3 8,200～12,300
公営 ― 芝原2棟 10 国府町芝原字野神56番地の1 S48 1 6－6－4.5－D6 16,000～23,900

月日
時　　間

10:00～
10:20

10:40～
11:00

11:20～
11:40

13:00～
13:20

13:40～
14:00

14:20～
14:40

15:00～
15:20

10/6
㈭

北井上コ
ミセン（国
府町西黒田）

南井上コ
ミセン（国
府町日開)

府中宮神
社（国府町
府中）

国府コミ
セン（国府
町中）

日枝神社
（名東町2）

加茂名コ
ミセン（庄
町5）

神明神社
（北島田1）

10/7
㈮

多家良中
央コミセ
ン（多家良
町小路地）

丈六団地
集会所（丈
六町丈領）

余慶三角
公園（大原
町余慶）

津田コミ
セン（津田
町四）

八幡神社
（津 田 西 町
一）

新浜西保
育所駐車
場（新浜町
二）

塩竃神社
（昭和町7）

10/11
㈫

入田コミ
セン（入田
町春日）

しらさぎ
台集会所

（上八万町西山）

市原バス
停（八万町
上福万）

八万中央
コミセン

（八万町内浜）

金刀比羅
神社（勢見
町1）

西富田公
園（栄町4）

新町公民
館（東山手
町2）

10/12
㈬

応神コミ
セン（応神
町西吉成）

不動総合
センター

（不動東町）

天神社（北
田宮四）

神明神社
（南田宮一）

佐古駅北
口（佐古二）

椎宮八幡
神社（南佐
古七）

医大前八
坂神社（蔵
本町3）

10/13
㈭

勝占中部
コミセン

（勝占町中須）

八万コミ
セン駐車
場（八万町
法花）

富田小学
校東門（中
央通3）

富田中央
公園（伊月
町2）

徳島保健
所（新蔵町
3）

住吉神社
（住吉一）

渭東コミ
セン（福島
二）

10/14
㈮

金刀比羅
神社（川内
町宮島）

川内支所
（川 内 町 沖
島）

八幡神社
（吉野本町4）

ＪＡ渭東
支所（北沖
洲四）

蛭子神社
駐車場（南
沖洲一）

市立寿楽
荘前（南沖
洲五）

末 広 5-2
公園（末広
五）

10/16
㈰ 市役所東側駐車場（JR線路沿い）

※手数料は、登録、注射とも3,000円。
平成７年度以降に登録した飼い犬は、以
後の登録は不要。【雨天決行】

子ども手当の制度が
変わります
子ども手当の制度が
変わります

◆
視
覚
障
害
者（
児
）へ
の

同
行
援
護
サ
ー
ビ
ス

◆
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム

入
居
者
へ
の
家
賃
補
助

狂犬病の予防接種を受けましょう
～同時に登録を～
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徳島市は、個人情報の取り扱いについては「徳島市個人情報保護条例」に基づき、適正な管理に努めています。
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